
  人間総合学群 人間文化学類 英語コミュニケーション専攻 

氏名 工藤 俊 職名 准教授 専攻分野 言語学 学位名 博士（言語学） 

 主要業績（著書・研究論文併せて 5 点以内） 

1. 「強意解釈を得る構文イディオムの階層性―フェイク目的語結果構文、Body Part Off 構文、V the 

hell out of 構文を中心に―」、『英語語法文法研究』 第 18 号、開拓社、2011 年 12 月 （単著） 

2. 「Body Part Off 構文の継承関係」JELS 31、2014 年 2月（単著） 

3. “A Construction Grammar Account of V the Hell Out of Constructions in Present-Day 

English,” Proceedings of Florida Linguistics Yearly Meeting 2, August, 2015.（単著） 

4. 「若者ことば「マジ卍」の語用論的特徴」、『英語学・英語教育研究』第 26巻 40 号、2021 年 3 月（単

著） 

5. 「若者ことば「ぴえん」の文法的特性と推論の負担について」、『日本語用論学会第 23 回大会発表論

文集』第 16 号、2021 年 6 月（単著） 

 最近５年間の業績（2018 年度～2022 年度） 

（研究論文） 

・ 「若者ことば「マジ卍」の言語的特徴―「やばい」との比較を中心に―」、『駒沢女子大学研究紀要』

第 26号、2019 年 12 月（単著） 

・ 「若者ことば「マジ卍」の語用論的特徴」、『英語学・英語教育研究』第 26巻 40 号、2021 年 3 月（単

著） 

・ 「若者ことば「ぴえん」の文法的特性と推論の負担について」、『日本語用論学会第 23 回大会発表論

文集』第 16 号、2021 年 6 月（単著） 

 

（学会発表） 

・ “The Idiosyncratic Interpretation of Japanese Degree Expression Mazi-manzi“マジ卍”–With 

Reference to Yabai–,” Poster presented at Eleventh Embodied and Situated Language 

Processing Conference (ESLP 2018, The Dukes, Lancaster, UK), August, 2018.（単独） 

・ 「「マジ卍」について―「やばい」との比較―」、『日本英語教育英学会第 39回大会（桜美林大学）』、

2019 年 3月（単独） 

・ “The Interpersonal Function of the Japanese Teen Slang Mazi-manzi “マジ卍”,” Poster 

presented at 15th International Cognitive Linguistics Conference (ICLC15, Kwansei Gakuin 

University, Japan), August, 2019.（単独） 

・ 「若者ことば「ぴえん」の文法的特性と推論の負担について」、『日本語用論学会第 23 回大会（オン

ライン）』ポスター発表、2020 年 11 月（単独） 

・ “Japanese Teen Slang “Pien (ぴえん)” and “Mazi-manzi (マジ卍)” as a Hedge,” 56th 

Linguistics Colloquium (Online), November, 2020.（単独） 

・ 「言語使用の三層モデルからみる「マジ卍」と「ぴえん」の語用論的機能」、『日本語用論学会第 25

回大会（オンライン）』、2022 年 11 月（単独） 

 


